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作
家
・
絵
本
作
家

　舟
ふ
な
ざ
き崎

　
克よ

し
ひ
こ彦

（
一
九
四
五
―
二
〇
一
五
）

【
豊
島
区
を
舞
台
に
し
た
作
品
】

舟
崎
克
彦
は
、
一
九
四
五
（
昭
和

二
〇
）
年
二
月
二
日
、
戦
時
下
の
聖

路
加
国
際
病
院
（
中
央
区
）
で
誕
生

し
、
生
後
数
日
で
豊
島
区
千
早
町
三

丁
目
の
邸
宅
に
戻
り
、一
九
六
二（
昭

和
三
七
）
年
一
七
歳
ま
で
こ
こ
で
過
ご
し
ま
し
た
。
日
本
金
属
創
始
者
の

舟
崎
由よ

し
ゆ
き之
を
祖
父
に
持
ち
、
ふ
た
り
の
兄
と
と
も
に
裕
福
な
家
庭
で
育
ち

ま
す
が
、
七
歳
の
時
、
最
愛
の
母
を
目
前
で
亡
く
し
ま
す
。
多
感
な
時
期

を
過
ご
し
た
千
早
町
や
目
白
の
風
景
は
、
舟
崎
作
品
の
舞
台
と
な
り
、
代

表
作
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
に
発
表
さ
れ
た

『
雨
の
動
物
園

　私
の
博
物
誌
』（
偕
成
社
刊
）
は
、
昭
和
三
〇
年
代
の
豊

島
区
千
早
町
を
メ
イ
ン
舞
台
に
舟
崎
少

年
が
関
わ
っ
た
多
種
の
野
鳥
や
小
動

物
、
植
物
の
生
態
を
、
実
体
験
を
ま
じ

え
な
が
ら
記
述
し
て
い
ま
す
。
鋭
い
観

察
眼
で
描
い
た
一
〇
〇
カ
ッ
ト
以
上
の

挿
絵
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
る
で
動
植
物
図
鑑
の
よ
う
な
体
裁
で
あ
り

な
が
ら
、
少
年
が
生
き
も
の
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
気
づ
か
さ
れ

る
《
生
き
る
》
と
い
う
こ
と
を
、
読
者
に
問
い
か
け
て
い
る
よ
う
な
作
品

で
す
。
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
優
良
作
品
賞
、
サ
ン
ケ
イ
児
童
出
版
文
化

賞
を
受
賞
し
、
版
を
替
え
な
が
ら
四
〇
年
以
上
読
ま
れ
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
に
発
表
さ
れ
た
『
ぽ
っ
ぺ
ん
先

生
の
日
曜
日
』（
筑
摩
書
房
刊
）
は
、
舟
崎
の
母
校
学
習
院
大
学
（
目
白
）

の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
モ
デ
ル
に
し
た
舞

台
で
、
生
物
学
博
士
の
ぽ
っ
ぺ
ん
先

生
が
繰
り
広
げ
る
食
物
連
鎖
と
輪
廻

転
生
の
不
思
議
な
世
界
を
、
生
き
物

の
生
態
を
熟
知
し
た
舟
崎
が
面
白
お

か
し
く
描
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、一
九
七
四（
昭
和
四
九
）年
発
表
の『
ぽ
っ

ぺ
ん
先
生
と
帰
ら
ず
の
沼
』
は
、「
赤
い
鳥
文
学
賞
」
を
受
賞
し
、
好
評

を
博
し
て
発
表
さ
れ
た
「
ぽ
っ
ぺ
ん
先
生
物
語
」
シ
リ
ー
ズ
は
全
九
作
品

と
な
り
、「
路
傍
の
石
文
学
賞
」
を
受
賞
し
ま
す
。

【
舟
崎
作
品
の
魅
力
】

童
話
、
絵
本
、
小
説
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
の
執
筆
に
加
え
、
数
々
の
文
学

賞
受
賞
歴
を
も
つ
舟
崎
が
生
み
出
す
作
品
は
、
空
想
・
夢
想
・
憂
愁
・
繊

細
・
豪
快
・
粋
・
奇
知
・
孤
独
が
共
存
し
て
お
り
、
さ
ら
に
現
実
批
判
を

盛
り
込
ん
だ
幻
想
世
界
を
描
く
ナ
ン
セ
ン
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
自
己
の
文
章
に
挿
絵
を
描
く
こ
と
に
よ
り
独
特
の
世
界
観
が

生
ま
れ
、
読
者
を
舟
崎
ワ
ー
ル
ド
へ
と
誘

い
ざ
な

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
作
家
は
、

日
本
の
児
童
文
学
界
に
お
い
て
と
て
も
希
少
な
存
在
で
す
。二
〇
一
六（
平

成
二
八
）
年
、
作
家
デ
ビ
ュ
ー
五
〇
周
年
を
迎
え
る
は
ず
だ
っ
た
舟
崎
克

彦
が
こ
れ
ま
で
に
発
表
し
た
作
品
は
四
〇
〇
冊
以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
。

豊
島
区
で
は
、（
仮
称
）
芸
術
文
化
資
料
館
開
設
に
向
け
、
文
学
・
マ
ン

ガ
分
野
常
設
展
示
室
内
に
舟
崎
克
彦
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を
計
画
し
て
お
り
、

二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
以
降
、
舟
崎
自
ら
全
面
協
力
体
制
で
臨
ん
で

い
ま
し
た
。
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
に
は
作
品
原
稿
や
大
小
含
む
原
画

な
ど
約
五
〇
〇
点
を
豊
島
区
に
寄
贈
し
、
同
年
九
月
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像

収
録
を
終
え
ま
し
た
が
、一
〇
月
一
五
日
、
闘
病
の
末
、
天
国
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。

ぽ
っ
ぺ
ん
先
生
は
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
図
書
館
や
（
仮
称
）
芸
術

文
化
資
料
館
で
、
世
代
を
超
え
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
生
き
続
け
ま
す
。

（
文
学
・
マ
ン
ガ

　荒
川
）
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郷
土
資
料
館
で
は
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）

年
の
開
館
以
来
、
戦
争
体
験
を
掘
り
起
し
、
語

り
継つ

ぐ
た
め
、
戦
争
と
平
和
を
テ
ー
マ
と
し
た

展
示
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
当
館
は
、
大

規
模
改
修
工
事
に
伴
い
休
館
中
の
た
め
、
区
庁

舎
の
回か

い

廊ろ
う

を
利
用
し
た
「
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
３
階
に
て
、「
豊
島
区
と
空く

う
し
ゅ
う襲

」
と
題

し
た
パ
ネ
ル
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

展
示
は
、「
豊
島
に
空
襲
が
あ
っ
た
日
」、「
戦

時
下
の
区
民
生
活
〜
防ぼ

う
く
う空
演え

ん
し
ゅ
う習
〜
」、「
区
民

が
撮
っ
た
空
襲
の
記
録
」、「
豊
島
区
の
空
襲
被

害
状
況
一
覧
」「
戦
災
区
域
図
」
の
五
枚
の
パ

ネ
ル
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、

空
襲
の
惨さ

ん
じ
ょ
う状
を
区
民
が
記
録
し
た
貴
重
な
寄
贈

写
真
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

豊
島
区
で
は
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年

一
二
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
に
、
計
一
一
回
の

空
襲
を
受
け
ま
し
た
。
な
か
で
も
一
九
四
五
年

四
月
一
三
日
、
深
夜
一
一
時
か
ら
約
三
時
間
半

に
わ
た
り
、
豊
島
区
を
含
む
東
京
西
北
部
を

襲お
そ

っ
た
「
城じ

ょ
う
ほ
く北
大
空
襲
」
で
は
、
約
三
五
〇
機

の
Ｂ
二
九
が
二
千
ト
ン
余
の
焼し

ょ
う
い
だ
ん

夷
弾
を
投
下

し
、
豊
島
区
で
は
死
者
七
七
八
名
、
負
傷
者

二
五
二
三
名
、
罹り

さ
い災
家
屋
三
万
四
千
戸
を
数
え
、

区
の
約
七
割
が
焼
失
し
ま
し
た
。

左
の
二
枚
は
、
城
北
大
空
襲
か
ら
数
日
後
に

撮
影
さ
れ
た
写
真
で
す
（
堀
尾
光
男
氏
寄
贈
）。

①
は
西
巣
鴨
二
丁
目
（
現
北
大
塚
二
丁
目
）
で

氷
屋
を
営
ん
で
い
た
父
長ち

ょ
う
じ次

氏
（
左
端
）
と
そ

の
親し

ん
せ
き戚
、
近
所
の
人
た
ち
が
写
っ
て
い
ま
す

（
撮
影
者
は
写
真
店
の
山
下
氏
）。
空
襲
の
夜
は

着
の
身
着
の
ま
ま
で
避ひ

な
ん難
し
、
命
は
助
か
っ
た

も
の
の
自
宅
は
跡
形
も
無
く
な
り
、
一
面
焼
け

野
原
が
広
が
る
中
、
焼
け
残
っ
た
生
活
道
具
を

前
に
人
々
は
み
な
不
安
な
表
情
を
し
て
い
ま
す
。

②
は
堀
尾
氏
の
自
宅
付
近
か
ら
大
塚
駅
方
面

を
写
し
た
一
コ
マ
で
す
。
左
手
前
の
建
物
は

大
塚
松
竹
館
の
焼
け
残
っ
た
二
階
の
映
写
室

で
、
そ
の
奥
に
見
え
る
の
が
白し

ろ
き
や

木
屋
大
塚
分
店

で
す
。
手
前
の
ト
タ
ン
板
の
瓦が

れ
き礫

の
山
は
空
襲

時
の
火
災
旋せ

ん
ぷ
う風
の
爪つ

め
あ
と痕
で
し
ょ
う
か
。
長
次
氏

は
、
廃は

い
き
ょ墟
と
な
っ
た
町
だ
け
で
な
く
、
防
空
演

習
な
ど
戦
時
中
の
生
活
を
愛
用
の
カ
メ
ラ
に
収

め
、
記
録
に
残
し
ま
し
た
。
戦
時
下
の
豊
島
区

で
何
が
お
こ
っ
て
い
た
の
か
、
人
々
の
暮
ら
し

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
区
民
が
撮
っ
た
写
真
は
、

七
一
年
前
の
戦
争
の
脅き

ょ
う
い威

と
悲ひ

さ
ん惨

さ
を
私
た
ち

に
強
く
語
り
か
け
て
き
ま
す
。（
郷
土

　横
山
）

『
か
た
り
べ
』
一
二
一
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
閉
会
し
、
全
国
各
地
の
博

物
館
で
展
示
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
徳

川
家
康
の
没
後
四
〇
〇
年
を
記
念
し
た
展

示
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
最
近
で

は
、
歴
史
的
な
偉
人
の
生
誕
や
没
年
を
記

念
し
た
展
示
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

豊
島
区
で
い
え
ば
、
実
は
来
年
、
安
芸

広
島
二
代
藩
主
で
あ
っ
た
浅
野
光み

つ
あ
き
ら晟
が
生

誕
（
一
六
一
七
年
）
し
て
、
四
〇
〇
年
に

な
り
ま
す
。
な
ぜ
区
と
関
係
し
て
い
る
か

と
い
い
ま
す
と
、
浅
野
光
晟
の
正
室
自
昌

院
（
満ま
ん
ひ
め姫
）
は
、
日
蓮
宗
に
帰き

え依
し
て
お

り
、
一
六
六
四
年
に
そ
の
寄
進
に
よ
っ
て

雑
司
ヶ
谷

子
母
神
の
本
殿
が
建
立
さ
れ

ま
し
た
。

さ
て
、雑
司
ヶ
谷

子
母
神
と
い
え
ば
、

去
る
七
月
に
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
自
昌
院
の
生
誕
は
一
六
二
〇
年

で
す
の
で
、
若
干
こ
じ
つ
け
の
よ
う
に
も

思
え
ま
す
が
、
こ
れ
を
機
会
に
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
編
集

　髙
木
）

編 

集 
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一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
一
〇
月
一
日
、
東

京
市
隣
接
５
郡
82
町
村
が
合
併
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
巣
鴨
・
西
巣
鴨
・
高
田
・
長
崎
の

旧
４
町
が
廃
止
さ
れ
、
東
京
市
の
一
部
と
な
り
、

新
20
区
の
一
つ
と
し
て
豊
島
区
が
誕
生
し
ま
す
。

東
京
市
域
の
拡
張
、
隣
接
町
村
の
合
併
が
最

初
に
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
一
九
（
大
正

八
）
年
頃
か
ら
で
あ
り
、
近
郊
町
村
の
現
状
調

査
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
田
町
で
は
合
併
の
前
年
で
あ
る
一
九
三
一

年
一
一
月
四
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
、
町
議
会

員
岩
月
庄
吉
・
橋
爪
藤
太
郎
・
和
田
美
三
郎
・

坂
本
辰
之
助
、
そ
し
て
高
田
町
の
主
事
で
あ
っ

た
五
十
子
善
三
良
を
「
第
三
班
視
察
員
」
と
し

て
名
古
屋
市
・
京
都
市
・
大
阪
市
に
派
遣
し
、

合
併
に
関
す
る
視
察
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

「
高
田
地
区
関
連
文
書
類
」
に
は
、
そ
の
視

察
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
当
時
懸け

ね
ん念

し
て
い
た

事
項
や
、
そ
の
準
備
の
様
相
が
う
か
が
え
ま
す
。

高
田
町
が
各
市
の
面
接
者
に
対
し
て
問
い
合

わ
せ
た
事
項
は
30
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
紙
数

の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
そ
の
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
各
市

の
回
答
を
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
初
め
に
、
な
ぜ
合
併
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
か
、「
編
入
ヲ
必
要
ト
シ
タ
ル
理
由
並

な
ら
び

ニ

経
過
」
に
つ
い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

名
古
屋
市
は
、
都
市
計
画
上
必
要
で
あ
っ
た

こ
と
と
、
一
時
は
民
生
派
の
市
長
と
な
り
、
立

ち
消
え
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
九
二
一

年
に
政
友
派
の
市
長
と
な
っ
て
進
展
し
た
と
い

う
政
治
的
な
背

景
が
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。

続
い
て
、
京
都
市
は
、
度
々
実
施
さ
れ
た
編

成
と
、
工
場
地
と
し
て
の
関
係
、
観
光
地
と
し

て
の
使
命
の
た
め
で
あ
る
と
し
、
大
規
模
な
都

市
形
成
が
必
要
で
あ
っ
た
と
答
え
て
い
ま
す
。

一
方
大
阪
市
は
、
拡
張
前
の
人
口
の
急
増
と

財
政
・
衛
生
等
に
つ
い
て
救
済
の
目
的
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。

行
政
が
抱
え
て
い
る
問
題
や
状
況
に
よ
っ
て
、

合
併
す
る
理
由
は
様
々
で
し
た
。
同
様
に
、
高

田
町
で
も
人
口
の
増
加
や
衛
生
面
で
の
問
題
を

抱
え
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
財
政
と
も
大
き
く

関
係
し
た
下
水
道
の
敷
設
事
業
の
引ひ

き
つ
ぎ継
（
か
た

り
べ
113
号
参
照
）
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

た
の
で
す
。

続
い
て
「
簿ぼ

し
ょ書

引
継
に
関
す
る
事
項
」、
つ

ま
り
現
在
で
い
う
、
公
文
書
の
保
存
管
理
に
つ

い
て
の
回
答
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

名
古
屋
市
は
、
簡
略
に
「
有あ

り

ノ
侭ま

ま

ニ
テ
引
継
タ
リ
」
と
だ
け
書
か
れ
て

お
り
、
あ
ま
り
選
別
せ
ず
に
か
な
り

の
分
量
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
よ

う
で
す
。

京
都
市
は
、「
有あ

り

ノ
儘ま

ま

引
継
タ
リ
、

永
久
保
存
ノ
モ
ノ
又
会
計
ニ
属
ス
ル

モ
ノ
ハ
五
ケ
年
間
分
、
其
他
必
要
ノ

書
類
ハ
市
ニ
持も

ち
き
た来
リ
、
他
ハ
出
張
所

ニ
保
管
セ
シ
メ
タ
リ
、
年
限
到
来
ヲ

待
チ
廃
棄
ノ
見
込
ナ
リ
」
と
あ
り
、

保
存
年
限
規
程
以
外
の
文
書
で
も
必
要
な
も
の

は
一
定
期
間
保
存
す
る
と
い
う
措そ

ち置
が
と
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

一
方
大
坂
市
は
、「
保
存
年
限
中
ノ
モ
ノ
丈だ

ケ
引
継
タ
リ
」
と
し
、
保
存
年
限
を
重
視
し
て

お
り
、
こ
の
段
階
で
機
械
的
に
旧
町
村
文
書
が

廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
が
う
か
が
え
ま
す
。

高
田
町
に
も
文
書
保
存
管
理
規
程
が
あ
り
ま

し
た
が
（
か
た
り
べ
111
号
参
照
）、
市
郡
併
合

後
ど
う
な
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
際
の
と
こ
ろ
そ
の
多
く
は
失
わ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
高
田
町
に
限
っ
て
は
当
時

町
の
職
員
で
あ
っ
た
五
十
子
善
三
良
が
、
私
的

に
保
管
し
て
い
た
た
め
、
空
襲
に
よ
る
焼
失
や

行
政
に
よ
る
廃
棄
に
も
対
象
と
な
ら
ず
に
残
さ

れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
公
文
書
の
持
ち
出
し
は
、
個
人

情
報
流
出
の
危
険
性
な
ど
に
よ
り
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
五
十
子
は
、
な
ぜ
文

書
を
持
ち
出
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
で
は
そ

の
答
え
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
正
し
く

は
な
い
遺の

こ

さ
れ
方
を
し
た
こ
の
文
書
は
、
後
世

の
私
た
ち
に
多
く
の
先
人
た
ち
の
叡え

い
ち智

を
与
え

て
く
れ
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（郷
土

　髙
木
）
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化
粧
用
の
ク
リ
ー
ム
が
日
本
で
作
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
時
代
末
の
頃
か
ら
で

す
。
そ
れ
ま
で
は
鬢び

ん
つ
け
あ
ぶ
ら

付
油
や
梳す

き
あ
ぶ
ら油

な
ど
が
化け

し
ょ
う粧

下し
た

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
正
時

代
に
ク
リ
ー
ム
が
代
替
と
し
て
普
及
し
ま
す
。

ま
た
各
企
業
か
ら
も
様
々
な
種
類
が
発
売
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
ク
リ
ー
ム
は
化
粧
下
地
の
み

な
ら
ず
、
多
様
な
用
途
で
展
開
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
資
料
館
所
蔵
の
ク

ラ
ブ
化
粧
品
の
商
品
カ
タ
ロ
グ
冊
子
と
「
ク
ラ

ブ
美び

し
ん身

ク
リ
ー
ム
」
の
容
器
で
す
。

ク
ラ
ブ
化
粧
品
は
、
一
九
〇
三
（
明
治

三
六
）
年
創
業
の
中
山
太
陽
堂
（
現
株
式
会
社

ク
ラ
ブ
コ
ス
メ
チ
ッ
ク
ス
）
の
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。

当
時
は
「
西
の
ク
ラ
ブ
、
東
の
レ
ー
ト
」
と
呼

ば
れ
る
ほ
ど
の
大
手
メ
ー
カ
ー
で
し
た
。

写
真
１
の
資
料
は
、
そ
の
中
山
太
陽
堂
か
ら

発
行
さ
れ
た
商
品
カ
タ
ロ
グ
冊
子
で
す
。
右
上

か
ら
、『
美
は
禮れ

い
せ
つ節
』、『
近
代
美び

し
ょ
う粧
』（
右
下
）、

『
ク
ラ
ブ
堂
級
化
粧
品
カ
タ
ロ
グ
』（
左
上
）、『
化

粧
の
花
』（
左
下
）
と
表
紙
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
商
品
の
紹
介
兼
使
用
方
法
説
明
、
加

え
て
近
代
的
な
化
粧
の
方
法
を
指
南
し
、「
現

代
の
美
人
」
に
望
ま
れ
る
女
性
像
や
化
粧
の
必

要
性
を
説
い
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
四
冊
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
、
残
念

な
が
ら
発
行
年
は
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
商
品
の
発
売
年
数
か
ら
、

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
〜
一
九
三
五
（
昭
和

一
〇
）
年
の
間
に
発
行
さ
れ
た
冊
子
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

ク
リ
ー
ム
の
商
品
は
主
に
「
ク
ラ
ブ
美
身
ク

リ
ー
ム
」、「
ク
ラ
ブ
コ
ー
ル
ド
ク
リ
ー
ム
」、「
ク

ラ
ブ
淡
白
ク
リ
ー
ム
」
の
三
種
類
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。「
ク
ラ
ブ
美
身
ク
リ
ー
ム
」
と

は
、
バ
ニ
シ
ン
グ
ク
リ
ー
ム
と
言
わ
れ
る
無
脂

肪
ク
リ
ー
ム
で
す
。
顔
に
塗
り
こ
む
こ
と
で
ク

リ
ー
ム
の
白
さ
が
消
え
る
こ
と
か
ら
、
英
語
の

vanish

﹇
消
え
る
、
見
え
な
く
な
る
﹈
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
薄
化
粧
、
粉
化
粧
に
用
い
ら

れ
、
そ
の
持
続
性
と
使
い
や
す
さ
か
ら
、
明
治

末
期
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
広
く
使
用
さ
れ

た
よ
う
で
す
。
中
山
太
陽
堂
か
ら
は
一
九
一
一

（
明
治
四
四
）
年
「
英
国
式
ク
ラ
ブ
美
身
ク
リ
ー

ム
」
と
し
て
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

冊
子
『
化
粧
の
花
』
の
「
お
嬢
様
へ
」
の
項

目
に
は
「
ま
だ
學
校
時
代
の
お
若
い
方
で
も

　

美
身
ク
リ
ー
ム
だ
け
は

　お
肌は

だ

の
護ま

も

り
に
お

す
ゝ
め
致
し
ま
す

　冬
の
荒
れ
や
雪ゆ

き
や焦

け
止
め

に

　な
ほ
ま
た
夏
の
日ひ

や焦
け
止
め
に

　そ
れ
か

ら
お
姉ね

え
さ
ま様
の
お
化
粧
下
に

　ク
ラ
ブ
美
身
ク

リ
ー
ム
は

　四
季
を
通
じ
て

　あ
な
た
の
そ
ば

を
片
時
離は

な

れ
ぬ
マ
ス
コ
ッ
ト
で
す
」
と
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。
ま
た
『
近
代
美
粧
』

で
は
よ
り
詳
細
に
使
用
方
法
が
示
さ
れ
、「
濃

化
粧
」、「
普
通
化
粧
」、「
淡
化
粧
」、「
早
化
粧
」

そ
れ
ぞ
れ
の
化
粧
に
合
わ
せ
た
ク
ラ
ブ
美
身
ク

リ
ー
ム
の
使
い
方
、

さ
ら
に
は
化
粧
直

し
、
ハ
ン
ド
ク

リ
ー
ム
、
男
性
の

髭ひ
げ
そ剃

り
後
の
荒
れ

防
止
と
し
て
等
々

と
実
に
多
岐
に
わ

た
る
利
用
法
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。

写
真
３
は
、
実

際
の
ク
ラ
ブ
美
身

ク
リ
ー
ム
の
瓶び

ん

で

す
。
容
器
は
白
い
ガ
ラ
ス
製
で
、
金
属
製
の
蓋ふ

た

に
は
「
ク
ラ
ブ
美
身
ク
リ
ー
ム
」
の
表
記
と
花

の
意
匠
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

『
ク
ラ
ブ
堂
級
化
粧
品
カ
タ
ロ
グ
』
に
は
他

に
も
中
瓶
、
大
瓶
の
表
示
も
あ
り
、
サ
イ
ズ
展

開
も
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
本
資
料
の
サ
イ

ズ
は
、
カ
タ
ロ
グ
に
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
直
径
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
さ
な

瓶
で
す
か
ら
、
化
粧
直
し
な
ど
の
た
め
の
携
帯

用
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
容
器
の
中
身
が
赤
い
の
は
朱
肉
が
入
れ

ら
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
ク
リ
ー
ム
の
使
用
後

も
小
瓶
の
み
は
転
用
さ
れ
、
長
く
使
わ
れ
続
け

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

次
回
以
降
も
資
料
館
所
蔵
の
日
用
品
か
ら
、

特
に
衛
生
・
美
容
に
関
す
る
も
の
を
中
心
に
ご

紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（郷
土

　上
田
）

衛
生
と
美
容
の
日
用
品
①―

ク
リ
ー
ム
の
発
売
と
普
及―

附
記
　
今
ま
で
６
回
に
わ
た
り
「
高
田
地
区
関
連
文
書
類
」

を
通
し
て
、
近
代
高
田
町
の
歴
史
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て

き
ま
し
た
が
、
本
号
を
も
っ
て
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

写真1 クラブ商品カタログ（4冊）

市郡併合諮問答申案議決の高田町会
（『高田町史』口絵より引用）

「名古屋・京都・大坂隣接町村併合書類」
と書かれた封筒と視察記録３冊

「京都市ニ関スル視察」
鉛筆で書かれた下書き（右）それを清書したもの（左）

写真2 『化粧の花』「お嬢様へ」頁

写真3 クラブ美身クリーム容器

市
郡
併
合
に
関
す
る
高
田
町
の
事
前
視
察
調
査
に
つ
い
て

市
郡
併
合
に
関
す
る
高
田
町
の
事
前
視
察
調
査
に
つ
い
て
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一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
一
〇
月
一
日
、
東

京
市
隣
接
５
郡
82
町
村
が
合
併
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
巣
鴨
・
西
巣
鴨
・
高
田
・
長
崎
の

旧
４
町
が
廃
止
さ
れ
、
東
京
市
の
一
部
と
な
り
、

新
20
区
の
一
つ
と
し
て
豊
島
区
が
誕
生
し
ま
す
。

東
京
市
域
の
拡
張
、
隣
接
町
村
の
合
併
が
最

初
に
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
一
九
（
大
正

八
）
年
頃
か
ら
で
あ
り
、
近
郊
町
村
の
現
状
調

査
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
田
町
で
は
合
併
の
前
年
で
あ
る
一
九
三
一

年
一
一
月
四
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
、
町
議
会

員
岩
月
庄
吉
・
橋
爪
藤
太
郎
・
和
田
美
三
郎
・

坂
本
辰
之
助
、
そ
し
て
高
田
町
の
主
事
で
あ
っ

た
五
十
子
善
三
良
を
「
第
三
班
視
察
員
」
と
し

て
名
古
屋
市
・
京
都
市
・
大
阪
市
に
派
遣
し
、

合
併
に
関
す
る
視
察
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

「
高
田
地
区
関
連
文
書
類
」
に
は
、
そ
の
視

察
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
当
時
懸け

ね
ん念

し
て
い
た

事
項
や
、
そ
の
準
備
の
様
相
が
う
か
が
え
ま
す
。

高
田
町
が
各
市
の
面
接
者
に
対
し
て
問
い
合

わ
せ
た
事
項
は
30
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
紙
数

の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
そ
の
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
各
市

の
回
答
を
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
初
め
に
、
な
ぜ
合
併
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
か
、「
編
入
ヲ
必
要
ト
シ
タ
ル
理
由
並

な
ら
び

ニ

経
過
」
に
つ
い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

名
古
屋
市
は
、
都
市
計
画
上
必
要
で
あ
っ
た

こ
と
と
、
一
時
は
民
生
派
の
市
長
と
な
り
、
立

ち
消
え
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
九
二
一

年
に
政
友
派
の
市
長
と
な
っ
て
進
展
し
た
と
い

う
政
治
的
な
背

景
が
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。

続
い
て
、
京
都
市
は
、
度
々
実
施
さ
れ
た
編

成
と
、
工
場
地
と
し
て
の
関
係
、
観
光
地
と
し

て
の
使
命
の
た
め
で
あ
る
と
し
、
大
規
模
な
都

市
形
成
が
必
要
で
あ
っ
た
と
答
え
て
い
ま
す
。

一
方
大
阪
市
は
、
拡
張
前
の
人
口
の
急
増
と

財
政
・
衛
生
等
に
つ
い
て
救
済
の
目
的
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。

行
政
が
抱
え
て
い
る
問
題
や
状
況
に
よ
っ
て
、

合
併
す
る
理
由
は
様
々
で
し
た
。
同
様
に
、
高

田
町
で
も
人
口
の
増
加
や
衛
生
面
で
の
問
題
を

抱
え
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
財
政
と
も
大
き
く

関
係
し
た
下
水
道
の
敷
設
事
業
の
引ひ

き
つ
ぎ継

（
か
た

り
べ
113
号
参
照
）
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

た
の
で
す
。

続
い
て
「
簿ぼ

し
ょ書

引
継
に
関
す
る
事
項
」、
つ

ま
り
現
在
で
い
う
、
公
文
書
の
保
存
管
理
に
つ

い
て
の
回
答
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

名
古
屋
市
は
、
簡
略
に
「
有あ

り

ノ
侭ま

ま

ニ
テ
引
継
タ
リ
」
と
だ
け
書
か
れ
て

お
り
、
あ
ま
り
選
別
せ
ず
に
か
な
り

の
分
量
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
よ

う
で
す
。

京
都
市
は
、「
有あ

り

ノ
儘ま

ま

引
継
タ
リ
、

永
久
保
存
ノ
モ
ノ
又
会
計
ニ
属
ス
ル

モ
ノ
ハ
五
ケ
年
間
分
、
其
他
必
要
ノ

書
類
ハ
市
ニ
持も

ち
き
た来
リ
、
他
ハ
出
張
所

ニ
保
管
セ
シ
メ
タ
リ
、
年
限
到
来
ヲ

待
チ
廃
棄
ノ
見
込
ナ
リ
」
と
あ
り
、

保
存
年
限
規
程
以
外
の
文
書
で
も
必
要
な
も
の

は
一
定
期
間
保
存
す
る
と
い
う
措そ

ち置
が
と
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

一
方
大
坂
市
は
、「
保
存
年
限
中
ノ
モ
ノ
丈だ

ケ
引
継
タ
リ
」
と
し
、
保
存
年
限
を
重
視
し
て

お
り
、
こ
の
段
階
で
機
械
的
に
旧
町
村
文
書
が

廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
が
う
か
が
え
ま
す
。

高
田
町
に
も
文
書
保
存
管
理
規
程
が
あ
り
ま

し
た
が
（
か
た
り
べ
111
号
参
照
）、
市
郡
併
合

後
ど
う
な
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
際
の
と
こ
ろ
そ
の
多
く
は
失
わ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
高
田
町
に
限
っ
て
は
当
時

町
の
職
員
で
あ
っ
た
五
十
子
善
三
良
が
、
私
的

に
保
管
し
て
い
た
た
め
、
空
襲
に
よ
る
焼
失
や

行
政
に
よ
る
廃
棄
に
も
対
象
と
な
ら
ず
に
残
さ

れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
公
文
書
の
持
ち
出
し
は
、
個
人

情
報
流
出
の
危
険
性
な
ど
に
よ
り
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
五
十
子
は
、
な
ぜ
文

書
を
持
ち
出
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
で
は
そ

の
答
え
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
正
し
く

は
な
い
遺の

こ

さ
れ
方
を
し
た
こ
の
文
書
は
、
後
世

の
私
た
ち
に
多
く
の
先
人
た
ち
の
叡え

い
ち智

を
与
え

て
く
れ
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（郷
土

　髙
木
）
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化
粧
用
の
ク
リ
ー
ム
が
日
本
で
作
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
時
代
末
の
頃
か
ら
で

す
。
そ
れ
ま
で
は
鬢び

ん
つ
け
あ
ぶ
ら

付
油
や
梳す

き
あ
ぶ
ら油

な
ど
が
化け

し
ょ
う粧

下し
た

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
正
時

代
に
ク
リ
ー
ム
が
代
替
と
し
て
普
及
し
ま
す
。

ま
た
各
企
業
か
ら
も
様
々
な
種
類
が
発
売
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
ク
リ
ー
ム
は
化
粧
下
地
の
み

な
ら
ず
、
多
様
な
用
途
で
展
開
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
資
料
館
所
蔵
の
ク

ラ
ブ
化
粧
品
の
商
品
カ
タ
ロ
グ
冊
子
と
「
ク
ラ

ブ
美び

し
ん身

ク
リ
ー
ム
」
の
容
器
で
す
。

ク
ラ
ブ
化
粧
品
は
、
一
九
〇
三
（
明
治

三
六
）
年
創
業
の
中
山
太
陽
堂
（
現
株
式
会
社

ク
ラ
ブ
コ
ス
メ
チ
ッ
ク
ス
）
の
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。

当
時
は
「
西
の
ク
ラ
ブ
、
東
の
レ
ー
ト
」
と
呼

ば
れ
る
ほ
ど
の
大
手
メ
ー
カ
ー
で
し
た
。

写
真
１
の
資
料
は
、
そ
の
中
山
太
陽
堂
か
ら

発
行
さ
れ
た
商
品
カ
タ
ロ
グ
冊
子
で
す
。
右
上

か
ら
、『
美
は
禮れ

い
せ
つ節
』、『
近
代
美び

し
ょ
う粧
』（
右
下
）、

『
ク
ラ
ブ
堂
級
化
粧
品
カ
タ
ロ
グ
』（
左
上
）、『
化

粧
の
花
』（
左
下
）
と
表
紙
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
商
品
の
紹
介
兼
使
用
方
法
説
明
、
加

え
て
近
代
的
な
化
粧
の
方
法
を
指
南
し
、「
現

代
の
美
人
」
に
望
ま
れ
る
女
性
像
や
化
粧
の
必

要
性
を
説
い
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
四
冊
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
、
残
念

な
が
ら
発
行
年
は
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
商
品
の
発
売
年
数
か
ら
、

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
〜
一
九
三
五
（
昭
和

一
〇
）
年
の
間
に
発
行
さ
れ
た
冊
子
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

ク
リ
ー
ム
の
商
品
は
主
に
「
ク
ラ
ブ
美
身
ク

リ
ー
ム
」、「
ク
ラ
ブ
コ
ー
ル
ド
ク
リ
ー
ム
」、「
ク

ラ
ブ
淡
白
ク
リ
ー
ム
」
の
三
種
類
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。「
ク
ラ
ブ
美
身
ク
リ
ー
ム
」
と

は
、
バ
ニ
シ
ン
グ
ク
リ
ー
ム
と
言
わ
れ
る
無
脂

肪
ク
リ
ー
ム
で
す
。
顔
に
塗
り
こ
む
こ
と
で
ク

リ
ー
ム
の
白
さ
が
消
え
る
こ
と
か
ら
、
英
語
の

vanish

﹇
消
え
る
、
見
え
な
く
な
る
﹈
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
薄
化
粧
、
粉
化
粧
に
用
い
ら

れ
、
そ
の
持
続
性
と
使
い
や
す
さ
か
ら
、
明
治

末
期
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
広
く
使
用
さ
れ

た
よ
う
で
す
。
中
山
太
陽
堂
か
ら
は
一
九
一
一

（
明
治
四
四
）
年
「
英
国
式
ク
ラ
ブ
美
身
ク
リ
ー

ム
」
と
し
て
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

冊
子
『
化
粧
の
花
』
の
「
お
嬢
様
へ
」
の
項

目
に
は
「
ま
だ
學
校
時
代
の
お
若
い
方
で
も

　

美
身
ク
リ
ー
ム
だ
け
は

　お
肌は

だ

の
護ま

も

り
に
お

す
ゝ
め
致
し
ま
す

　冬
の
荒
れ
や
雪ゆ

き
や焦

け
止
め

に

　な
ほ
ま
た
夏
の
日ひ

や焦
け
止
め
に

　そ
れ
か

ら
お
姉ね

え
さ
ま様
の
お
化
粧
下
に

　ク
ラ
ブ
美
身
ク

リ
ー
ム
は

　四
季
を
通
じ
て

　あ
な
た
の
そ
ば

を
片
時
離は

な

れ
ぬ
マ
ス
コ
ッ
ト
で
す
」
と
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。
ま
た
『
近
代
美
粧
』

で
は
よ
り
詳
細
に
使
用
方
法
が
示
さ
れ
、「
濃

化
粧
」、「
普
通
化
粧
」、「
淡
化
粧
」、「
早
化
粧
」

そ
れ
ぞ
れ
の
化
粧
に
合
わ
せ
た
ク
ラ
ブ
美
身
ク

リ
ー
ム
の
使
い
方
、

さ
ら
に
は
化
粧
直

し
、
ハ
ン
ド
ク

リ
ー
ム
、
男
性
の

髭ひ
げ
そ剃

り
後
の
荒
れ

防
止
と
し
て
等
々

と
実
に
多
岐
に
わ

た
る
利
用
法
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。

写
真
３
は
、
実

際
の
ク
ラ
ブ
美
身

ク
リ
ー
ム
の
瓶び

ん

で

す
。
容
器
は
白
い
ガ
ラ
ス
製
で
、
金
属
製
の
蓋ふ

た

に
は
「
ク
ラ
ブ
美
身
ク
リ
ー
ム
」
の
表
記
と
花

の
意
匠
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

『
ク
ラ
ブ
堂
級
化
粧
品
カ
タ
ロ
グ
』
に
は
他

に
も
中
瓶
、
大
瓶
の
表
示
も
あ
り
、
サ
イ
ズ
展

開
も
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
本
資
料
の
サ
イ

ズ
は
、
カ
タ
ロ
グ
に
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
直
径
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
さ
な

瓶
で
す
か
ら
、
化
粧
直
し
な
ど
の
た
め
の
携
帯

用
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
容
器
の
中
身
が
赤
い
の
は
朱
肉
が
入
れ

ら
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
ク
リ
ー
ム
の
使
用
後

も
小
瓶
の
み
は
転
用
さ
れ
、
長
く
使
わ
れ
続
け

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

次
回
以
降
も
資
料
館
所
蔵
の
日
用
品
か
ら
、

特
に
衛
生
・
美
容
に
関
す
る
も
の
を
中
心
に
ご

紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（郷
土

　上
田
）

衛
生
と
美
容
の
日
用
品
①―

ク
リ
ー
ム
の
発
売
と
普
及―

附
記
　
今
ま
で
６
回
に
わ
た
り
「
高
田
地
区
関
連
文
書
類
」

を
通
し
て
、
近
代
高
田
町
の
歴
史
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て

き
ま
し
た
が
、
本
号
を
も
っ
て
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

写真1 クラブ商品カタログ（4冊）

市郡併合諮問答申案議決の高田町会
（『高田町史』口絵より引用）

「名古屋・京都・大坂隣接町村併合書類」
と書かれた封筒と視察記録３冊

「京都市ニ関スル視察」
鉛筆で書かれた下書き（右）それを清書したもの（左）

写真2 『化粧の花』「お嬢様へ」頁

写真3 クラブ美身クリーム容器

市
郡
併
合
に
関
す
る
高
田
町
の
事
前
視
察
調
査
に
つ
い
て

市
郡
併
合
に
関
す
る
高
田
町
の
事
前
視
察
調
査
に
つ
い
て



4

描
き
か
け

の
作
品
で
埋

め
尽
く
さ
れ

た
部
屋
の
中

を
、
大
き
な

カ
ン
ヴ
ァ
ス

を
抱
え
た
男

性
が
横
切
っ

て
行
き
ま

す
。
三
重
県

四よ

っ

か

い

ち

し

日
市
市

生
ま
れ
の
画
家
・
館た

て

慶け
い
い
ち一
（
一
九
一
二
―

二
〇
〇
四
）
で
す
。
東
京
美
術
学
校
（
現
東

京
藝げ

い
じ
ゅ
つ術

大
学
）
卒
業
後
、
一
九
四
〇
（
昭
和

一
五
）
年
頃
か
ら
豊
島
区
千
早
の
ア
ト
リ
エ
に

入
居
し
ま
し
た
。
で
も
、
写
真
に
写
っ
て
い
る

の
は
千
早
の
ア
ト
リ
エ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
館

は
妻
子
を
日
本
に
残
し
、
一
九
五
二
（
昭
和

二
七
）
年
に
単
身
で
渡
仏
。
他
の
芸
術
家
と
交

流
す
る
こ
と
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
絵
を
描
き
続

け
る
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
写
真
は
、
パ
リ
・

モ
ン
パ
ル
ナ
ス
に
あ
っ
た
館
の
ア
ト
リ
エ
で
す
。

パ
リ
に
行
く
度
に
ア
ト
リ
エ
を
訪
れ
て
い
た

と
い
う
評
論
家
の
加か

と
う藤
周し

ゅ
う
い
ち
一
が
、
館
の
生
活
を

次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
ま
す
。

パ
リ
在
住
の
日
本
人
画
家
社
会
と
は
つ
き

合
わ
ず
、
国
際
的
な
画
壇
や
大
小
の
画
廊

の
人
々
と
の
接
触
も
な
か
っ
た
。
要
す
る

に
彼
の
画
室
と
街
の
環
境
と
の
間
に
は
、

言
語
を
媒ば

い
か
い介
と
す
る
意
思
の
疎そ

つ
う通
が
極
端

に
限
ら
れ
て
い
た
。
彼
が
画
室
の
外
へ
出

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
世
界
は

ま
た
彼
の
画
室
の
内
側
へ
侵
入
し
な
か
っ

た
。
か
く
し
て
画
室
は
孤
独
に
徹
底
し
た

画
家
の
小
宇
宙
と
な
る
。
＊

館
の
ア
ト
リ
エ
に
は
、
積
み
重
な
る
未
完
成

の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
や
デ
ッ
サ
ン
と
共
に
、
鍋
や
衣

類
な
ど
の
生
活
用
品
が
混
然
一
体
と
な
っ
て
存

在
し
て
い
ま
し
た
。
制
作
と
生
活
が
直
結
し
た

ア
ト
リ
エ
空
間
と
、
そ
の
中
に
独
り
在
る
館
の

姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
話
を
す
る
途

中
で
ふ
と
立
ち
上
が
り
、
作
品
に
一
筆
描
き
加

え
て
ま
た
戻
る
。
そ
の
よ
う
に
制
作
・
生
活
す

る
館
を
、加
藤
は「
純

じ
ゅ
ん
す
い粋
画が

か家
」
と
呼
び
ま
し
た
。

で
は
、
そ
の
「
純
粋
画
家
」
の
作
品
を
二
点

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
、
千
早
の
ア
ト
リ
エ
で
制
作
さ
れ
た

油
彩
作
品
《
夜
の
肖
像
》（
一
九
五
〇
年
）
で

す
。
こ
の
頃
の
館
は
、
他
の
多
く
の
画
家
と
同

様
、
芸
術
団
体
に
所
属
し
（
日に

っ
て
ん展
、
創そ

う
げ
ん
か
い

元
会
）、

団
体
展
を
活
動
の
場
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

作
品
は
第
四
回
美
術
団
体
連
合
展
に
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

何
が
描
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
そ
の
色
使
い
に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
目
が
行
く
の
は
、
荒
い
筆
さ
ば
き
で
無
造

作
に
引
か
れ
た
橙

だ
い
だ
い
い
ろ

色
で
し
ょ
う
か
。
人
物
の
手

前
か
ら
浮
か
び
あ
が
る
よ
う
に
見
え
る
橙
色
と
、

背
後
に
沈
む
深ふ

か
み
ど
り
い
ろ

緑
色
の
対
比
が
、
画
面
に
奥
行

と
動
き
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
左
上
に
唐
突

に
置
か
れ
た
水
色
の
軽
や
か
さ
が
ア
ク
セ
ン
ト

と
な
り
、
頭
髪
の
茶
色
、
洋
服
の
薄う

す
み
ど
り
い
ろ

緑
色
と
リ

ズ
ミ
カ
ル
に
呼
応
し
合
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見

え
ま
す
。
色
使
い
の
巧
み
さ
が
、
具ぐ

し
ょ
う象
で
あ
り

な
が
ら
も
抽

ち
ゅ
う
し
ょ
う

象
へ
の
萌ほ

う
が芽

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

絵
の
モ
デ
ル
は
、
館
の
孤
独
を
支
え
続
け
る

こ
と
に
な
る
妻
・
憲の

り
こ子

で
し
た
。

た
っ
た
一
人
の
渡
仏
か
ら
一
二
年
後
、パ
リ
・

モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
ア
ト
リ
エ
で
制
作
さ
れ
た
の

が
《
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
》（
一
九
六
四
年
）
で
す
。

絵
具
の
塗
り
と
削
り
を
繰
り
返
す
こ
と
で
独
特

の
色
味
を
帯
び
た
カ
ン
ヴ
ァ
ス
か
ら
、
黄
、
赤
、

白
の
三
色
が
柔
ら
か
く
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

そ
こ
に
黒
と
少
し
の
青
が
混
じ
っ
た
線
が
行
き

交
い
、
背
景
に
溶
け
こ
む
よ
う
に
し
て
消
え
て

い
き
ま
す
。
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
風
景
か
ら
着
想

を
得
た
も
の
の
、
具
体
的
な
形
で
は
な
く
、
街

の
生
命
力
を
色
と
動
き
で
表
現
す
る
こ
と
に
主し

ゅ

眼が
ん

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

日
本
を
離
れ
る
こ
と
で
得
た
孤
独
が
、
言
語

や
形
か
ら
極
め
て
自
由
な
、「
純
粋
画
家
」
と

し
て
の
制
作
・
生
活
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
館

は
、
亡
く
な
る
前
年
ま
で
の
約
半
世
紀
も
の
長

期
に
亘
り
、
た
く
さ
ん
の
作
品
と
共
に
パ
リ
の

ア
ト
リ
エ
に
住
み
続
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（美
術

　清
水
）
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こ
れ
ま
で
旧
鈴
木
家
住
宅
を
構
成
す
る
３
棟

の
う
ち
、「
書
斎
棟
」（
か
た
り
べ
117
号
）
と

「
茶
の
間
ホ
ー
ル
棟
」（
か
た
り
べ
119
号
）
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
。
最
後
に
取
り
上
げ
る
の
は
、

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
に
埼
玉
の
鈴
木
家

本
家
か
ら
移
築
さ
れ
た
「
座
敷
棟
」
で
す
。

「
座
敷
棟
」
は
、
桟さ

ん
が
わ
ら
ぶ
き

瓦
葺
の
切き

り
づ
ま妻

屋
根
を
架

け
た
木
造
平
屋
建
で
、
南
の
庭
に
面
し
て
掃
出

し
窓
を
設
け
た
縁
側
を
配
し
た
開
放
的
で
伝
統

的
な
和
風
建
築
で
す
。
間
取
り
は
八
畳
の
書
院

座
敷
と
六
畳
の
次
の
間
を
中
心
と
し
、
南
側
に

縁
側
と
便
所
、
北
側
に
縁
側
と
三
畳
間
（
後
に

増
築
、
現
台
所
２
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の

間
の
東
側
に
は
、
移
築
時
に
「
茶
の
間
・
ホ
ー

ル
棟
」
へ
と
続
く
内
玄
関
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

（
図
１
、２
）

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
四
月
十
三
日
の

城じ
ょ
う
ほ
く北

大
空
襲
に
よ
っ
て
、
鈴
木
家
も
木
造
母

屋
が
焼
失
し
ま
し
た
。
一
時
は
焼
け
残
っ
た
書

斎
棟
で
生
活
を
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
翌
年
に
「
茶
の
間
・
ホ
ー
ル
棟
」
を
建
設

し
た
こ
と
で
生
活
環
境
は
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
信
太
郎
の
母
シ
ン
は
埼
玉
県
吉き

つ
ま妻

（
現
春
日
部
市
）
の
鈴
木
家
本
宅
に
疎
開
し
て

お
り
、
戦
後
も
体
調
を
崩
し
静
養
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
九

月
に
発
生
し
た
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
に
よ
っ
て
利

根
川
が
氾は

ん
ら
ん濫
し
、
鈴
木
家
本
宅
も
浸
水
被
害
に

遭
う
と
い
う
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
な

こ
と
に
シ
ン
が
身
を
寄
せ
て
い
た
書
院
座
敷
は

浸
水
を
免
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
契
機
に
信
太

郎
は
書
院
座
敷
を
東
京
に
移
築
し
、
シ
ン
を
呼

び
戻
す
計
画
を
立
て
ま
す
。

信
太
郎
が
移
築
を
決
意
し
た
の
は
、
病
床
の

母
を
住
み
慣
れ
た
家
に
住
ま
わ
せ
た
い
と
い
う

意
向
と
当
時
の
建
築
制
限
の
中
で
は
新
た
な
増

築
は
難
し
く
、
そ
れ
に
代
わ
る
方
法
と
し
て
移

築
と
い
う
手
段
が
と
ら
れ
た
も
の
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
移
築
工
事
は
一
九
四
八
（
昭
和

二
三
）
年
四
月
か
ら
始
ま
り
、
七
ヶ
月
ほ
ど
で

竣し
ゅ
ん
こ
う
工
し
た
よ
う
で
す
。

書
院
座
敷
は
奥
行
約
二
尺
の
床
の
間
と
違
い

棚
、
床
の
間
左
手
に
平ひ

ら
し
ょ
い
ん

書
院
を
付
け
て
い
ま
す
。

全
体
的
に
簡
素
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
住
ま

い
と
し
て
の
使
い
易
さ
、
親
し
み
易
さ
を
重
視

し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。（
図
３
）

ち
な
み
に
、
鈴
木
家
は
古
く
か
ら
続
く
吉
妻

の
大
地
主
で
あ
り
、
そ
の
屋
敷
は
江
戸
時
代
に

同
地
域
を
治
め
て
い
た
幕
臣
が
建
設
し
た
も
の

を
シ
ン
が
嫁
い
で
き
た
明
治
二
〇
年
代
に
移
築

し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
書
院

座
敷
を
除
い
た
鈴
木
家
の
本
宅
は
、
一
九
五
一

（
昭
和
二
六
）
年
に
千
葉
県
野
田
市
に
移
築
さ

れ
、
現
存
し
て
い
ま
す
。

「
座
敷
棟
」
は
、
明
治
二
〇
年
代
に
北
関
東

の
農
村
部
に
建
て
ら
れ
た
伝
統
的
な
書
院
造
に

よ
る
近
代
和
風
建
築
で
あ
り
、
建
物
そ
の
も
の

が
歴
史
的
価
値
を
持
ち
ま
す
。
加
え
て
、
戦
後

直
後
の
住
宅
不
足
の
中
で
移
築
と
い
う
方
法
に

よ
っ
て
住
宅
確
保
を
行
っ
て
い
た
事
を
示
す
具

体
的
な
遺
構
で
も
あ
り
、
住
宅
史
・
文
化
史
的

な
観
点
か
ら
意
義
を
持
つ
貴
重
な
遺
構
と
い
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　（郷
土

　木
下
）
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見
る
読
む

一
九
五
〇
―
六
〇
年
代
、
個
人
蔵

館慶一《夜の肖像》1950年、油彩・
カンヴァス、90.7×71.3㎝、豊島区蔵

図1　「座敷棟」外観

図2　「座敷棟」平面図

図3　書院座敷　床の間と違い棚

館慶一《モンパルナス》1964年、油彩・
カンヴァス、123.0×103.3㎝、豊島区蔵

「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
の
資
料
た
ち

第
７
回
　
旧
鈴
木
家
住
宅
「
座
敷
棟
」

　「旧
鈴
木
家
住
宅
」
は
、
豊
島
区
東
池
袋
五
丁
目

に
所
在
す
る
歴
史
的
建
造
物
で
、
正
確
に
は
「
豊
島

区
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
旧
鈴
木
家
住
宅
」

と
い
う
名
称
で
す
。
現
在
豊
島
区
で
は
、
こ
の
建
物

を
改
修
・
整
備
し
て
「（
仮
称
）
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
」

を
開
設
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

＊
加
藤
周
一
「
館
慶
一
ま
た
は
純
粋
画
家
」、『
パ
リ
へ―

洋
画
家
た
ち
百
年
の
夢
』
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
、

二
〇
〇
七
年
、
一
四
四
頁
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描
き
か
け

の
作
品
で
埋

め
尽
く
さ
れ

た
部
屋
の
中

を
、
大
き
な

カ
ン
ヴ
ァ
ス

を
抱
え
た
男

性
が
横
切
っ

て
行
き
ま

す
。
三
重
県

四よ

っ

か

い

ち

し

日
市
市

生
ま
れ
の
画
家
・
館た

て

慶け
い
い
ち一
（
一
九
一
二
―

二
〇
〇
四
）
で
す
。
東
京
美
術
学
校
（
現
東

京
藝げ

い
じ
ゅ
つ術

大
学
）
卒
業
後
、
一
九
四
〇
（
昭
和

一
五
）
年
頃
か
ら
豊
島
区
千
早
の
ア
ト
リ
エ
に

入
居
し
ま
し
た
。
で
も
、
写
真
に
写
っ
て
い
る

の
は
千
早
の
ア
ト
リ
エ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
館

は
妻
子
を
日
本
に
残
し
、
一
九
五
二
（
昭
和

二
七
）
年
に
単
身
で
渡
仏
。
他
の
芸
術
家
と
交

流
す
る
こ
と
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
絵
を
描
き
続

け
る
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
写
真
は
、
パ
リ
・

モ
ン
パ
ル
ナ
ス
に
あ
っ
た
館
の
ア
ト
リ
エ
で
す
。

パ
リ
に
行
く
度
に
ア
ト
リ
エ
を
訪
れ
て
い
た

と
い
う
評
論
家
の
加か

と
う藤
周し

ゅ
う
い
ち
一
が
、
館
の
生
活
を

次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
ま
す
。

パ
リ
在
住
の
日
本
人
画
家
社
会
と
は
つ
き

合
わ
ず
、
国
際
的
な
画
壇
や
大
小
の
画
廊

の
人
々
と
の
接
触
も
な
か
っ
た
。
要
す
る

に
彼
の
画
室
と
街
の
環
境
と
の
間
に
は
、

言
語
を
媒ば

い
か
い介
と
す
る
意
思
の
疎そ

つ
う通
が
極
端

に
限
ら
れ
て
い
た
。
彼
が
画
室
の
外
へ
出

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
世
界
は

ま
た
彼
の
画
室
の
内
側
へ
侵
入
し
な
か
っ

た
。
か
く
し
て
画
室
は
孤
独
に
徹
底
し
た

画
家
の
小
宇
宙
と
な
る
。
＊

館
の
ア
ト
リ
エ
に
は
、
積
み
重
な
る
未
完
成

の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
や
デ
ッ
サ
ン
と
共
に
、
鍋
や
衣

類
な
ど
の
生
活
用
品
が
混
然
一
体
と
な
っ
て
存

在
し
て
い
ま
し
た
。
制
作
と
生
活
が
直
結
し
た

ア
ト
リ
エ
空
間
と
、
そ
の
中
に
独
り
在
る
館
の

姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
話
を
す
る
途

中
で
ふ
と
立
ち
上
が
り
、
作
品
に
一
筆
描
き
加

え
て
ま
た
戻
る
。
そ
の
よ
う
に
制
作
・
生
活
す

る
館
を
、加
藤
は「
純

じ
ゅ
ん
す
い粋
画が

か家
」
と
呼
び
ま
し
た
。

で
は
、
そ
の
「
純
粋
画
家
」
の
作
品
を
二
点

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
、
千
早
の
ア
ト
リ
エ
で
制
作
さ
れ
た

油
彩
作
品
《
夜
の
肖
像
》（
一
九
五
〇
年
）
で

す
。
こ
の
頃
の
館
は
、
他
の
多
く
の
画
家
と
同

様
、
芸
術
団
体
に
所
属
し
（
日に

っ
て
ん展
、
創そ

う
げ
ん
か
い

元
会
）、

団
体
展
を
活
動
の
場
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

作
品
は
第
四
回
美
術
団
体
連
合
展
に
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

何
が
描
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
そ
の
色
使
い
に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
目
が
行
く
の
は
、
荒
い
筆
さ
ば
き
で
無
造

作
に
引
か
れ
た
橙

だ
い
だ
い
い
ろ

色
で
し
ょ
う
か
。
人
物
の
手

前
か
ら
浮
か
び
あ
が
る
よ
う
に
見
え
る
橙
色
と
、

背
後
に
沈
む
深ふ

か
み
ど
り
い
ろ

緑
色
の
対
比
が
、
画
面
に
奥
行

と
動
き
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
左
上
に
唐
突

に
置
か
れ
た
水
色
の
軽
や
か
さ
が
ア
ク
セ
ン
ト

と
な
り
、
頭
髪
の
茶
色
、
洋
服
の
薄う

す
み
ど
り
い
ろ

緑
色
と
リ

ズ
ミ
カ
ル
に
呼
応
し
合
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見

え
ま
す
。
色
使
い
の
巧
み
さ
が
、
具ぐ

し
ょ
う象
で
あ
り

な
が
ら
も
抽

ち
ゅ
う
し
ょ
う

象
へ
の
萌ほ

う
が芽

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

絵
の
モ
デ
ル
は
、
館
の
孤
独
を
支
え
続
け
る

こ
と
に
な
る
妻
・
憲の

り
こ子

で
し
た
。

た
っ
た
一
人
の
渡
仏
か
ら
一
二
年
後
、パ
リ
・

モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
ア
ト
リ
エ
で
制
作
さ
れ
た
の

が
《
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
》（
一
九
六
四
年
）
で
す
。

絵
具
の
塗
り
と
削
り
を
繰
り
返
す
こ
と
で
独
特

の
色
味
を
帯
び
た
カ
ン
ヴ
ァ
ス
か
ら
、
黄
、
赤
、

白
の
三
色
が
柔
ら
か
く
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

そ
こ
に
黒
と
少
し
の
青
が
混
じ
っ
た
線
が
行
き

交
い
、
背
景
に
溶
け
こ
む
よ
う
に
し
て
消
え
て

い
き
ま
す
。
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
風
景
か
ら
着
想

を
得
た
も
の
の
、
具
体
的
な
形
で
は
な
く
、
街

の
生
命
力
を
色
と
動
き
で
表
現
す
る
こ
と
に
主し

ゅ

眼が
ん

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

日
本
を
離
れ
る
こ
と
で
得
た
孤
独
が
、
言
語

や
形
か
ら
極
め
て
自
由
な
、「
純
粋
画
家
」
と

し
て
の
制
作
・
生
活
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
館

は
、
亡
く
な
る
前
年
ま
で
の
約
半
世
紀
も
の
長

期
に
亘
り
、
た
く
さ
ん
の
作
品
と
共
に
パ
リ
の

ア
ト
リ
エ
に
住
み
続
け
ま
し
た
。
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こ
れ
ま
で
旧
鈴
木
家
住
宅
を
構
成
す
る
３
棟

の
う
ち
、「
書
斎
棟
」（
か
た
り
べ
117
号
）
と

「
茶
の
間
ホ
ー
ル
棟
」（
か
た
り
べ
119
号
）
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
。
最
後
に
取
り
上
げ
る
の
は
、

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
に
埼
玉
の
鈴
木
家

本
家
か
ら
移
築
さ
れ
た
「
座
敷
棟
」
で
す
。

「
座
敷
棟
」
は
、
桟さ

ん
が
わ
ら
ぶ
き

瓦
葺
の
切き

り
づ
ま妻

屋
根
を
架

け
た
木
造
平
屋
建
で
、
南
の
庭
に
面
し
て
掃
出

し
窓
を
設
け
た
縁
側
を
配
し
た
開
放
的
で
伝
統

的
な
和
風
建
築
で
す
。
間
取
り
は
八
畳
の
書
院

座
敷
と
六
畳
の
次
の
間
を
中
心
と
し
、
南
側
に

縁
側
と
便
所
、
北
側
に
縁
側
と
三
畳
間
（
後
に

増
築
、
現
台
所
２
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の

間
の
東
側
に
は
、
移
築
時
に
「
茶
の
間
・
ホ
ー

ル
棟
」
へ
と
続
く
内
玄
関
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

（
図
１
、２
）

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
四
月
十
三
日
の

城じ
ょ
う
ほ
く北

大
空
襲
に
よ
っ
て
、
鈴
木
家
も
木
造
母

屋
が
焼
失
し
ま
し
た
。
一
時
は
焼
け
残
っ
た
書

斎
棟
で
生
活
を
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
翌
年
に
「
茶
の
間
・
ホ
ー
ル
棟
」
を
建
設

し
た
こ
と
で
生
活
環
境
は
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
信
太
郎
の
母
シ
ン
は
埼
玉
県
吉き

つ
ま妻

（
現
春
日
部
市
）
の
鈴
木
家
本
宅
に
疎
開
し
て

お
り
、
戦
後
も
体
調
を
崩
し
静
養
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
九

月
に
発
生
し
た
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
に
よ
っ
て
利

根
川
が
氾は

ん
ら
ん濫
し
、
鈴
木
家
本
宅
も
浸
水
被
害
に

遭
う
と
い
う
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
な

こ
と
に
シ
ン
が
身
を
寄
せ
て
い
た
書
院
座
敷
は

浸
水
を
免
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
契
機
に
信
太

郎
は
書
院
座
敷
を
東
京
に
移
築
し
、
シ
ン
を
呼

び
戻
す
計
画
を
立
て
ま
す
。

信
太
郎
が
移
築
を
決
意
し
た
の
は
、
病
床
の

母
を
住
み
慣
れ
た
家
に
住
ま
わ
せ
た
い
と
い
う

意
向
と
当
時
の
建
築
制
限
の
中
で
は
新
た
な
増

築
は
難
し
く
、
そ
れ
に
代
わ
る
方
法
と
し
て
移

築
と
い
う
手
段
が
と
ら
れ
た
も
の
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
移
築
工
事
は
一
九
四
八
（
昭
和

二
三
）
年
四
月
か
ら
始
ま
り
、
七
ヶ
月
ほ
ど
で

竣し
ゅ
ん
こ
う

工
し
た
よ
う
で
す
。

書
院
座
敷
は
奥
行
約
二
尺
の
床
の
間
と
違
い

棚
、
床
の
間
左
手
に
平ひ

ら
し
ょ
い
ん

書
院
を
付
け
て
い
ま
す
。

全
体
的
に
簡
素
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
住
ま

い
と
し
て
の
使
い
易
さ
、
親
し
み
易
さ
を
重
視

し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。（
図
３
）

ち
な
み
に
、
鈴
木
家
は
古
く
か
ら
続
く
吉
妻

の
大
地
主
で
あ
り
、
そ
の
屋
敷
は
江
戸
時
代
に

同
地
域
を
治
め
て
い
た
幕
臣
が
建
設
し
た
も
の

を
シ
ン
が
嫁
い
で
き
た
明
治
二
〇
年
代
に
移
築

し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
書
院

座
敷
を
除
い
た
鈴
木
家
の
本
宅
は
、
一
九
五
一

（
昭
和
二
六
）
年
に
千
葉
県
野
田
市
に
移
築
さ

れ
、
現
存
し
て
い
ま
す
。

「
座
敷
棟
」
は
、
明
治
二
〇
年
代
に
北
関
東

の
農
村
部
に
建
て
ら
れ
た
伝
統
的
な
書
院
造
に

よ
る
近
代
和
風
建
築
で
あ
り
、
建
物
そ
の
も
の

が
歴
史
的
価
値
を
持
ち
ま
す
。
加
え
て
、
戦
後

直
後
の
住
宅
不
足
の
中
で
移
築
と
い
う
方
法
に

よ
っ
て
住
宅
確
保
を
行
っ
て
い
た
事
を
示
す
具

体
的
な
遺
構
で
も
あ
り
、
住
宅
史
・
文
化
史
的

な
観
点
か
ら
意
義
を
持
つ
貴
重
な
遺
構
と
い
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　（郷
土

　木
下
）

作
品
を

―

館

　慶
一―
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見
る

読
む

一
九
五
〇
―
六
〇
年
代
、
個
人
蔵

館慶一《夜の肖像》1950年、油彩・
カンヴァス、90.7×71.3㎝、豊島区蔵

図1　「座敷棟」外観

図2　「座敷棟」平面図

図3　書院座敷　床の間と違い棚

館慶一《モンパルナス》1964年、油彩・
カンヴァス、123.0×103.3㎝、豊島区蔵

「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
の
資
料
た
ち

第
７
回
　
旧
鈴
木
家
住
宅
「
座
敷
棟
」

　「旧
鈴
木
家
住
宅
」
は
、
豊
島
区
東
池
袋
五
丁
目

に
所
在
す
る
歴
史
的
建
造
物
で
、
正
確
に
は
「
豊
島

区
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
旧
鈴
木
家
住
宅
」

と
い
う
名
称
で
す
。
現
在
豊
島
区
で
は
、
こ
の
建
物

を
改
修
・
整
備
し
て
「（
仮
称
）
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
」

を
開
設
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

＊
加
藤
周
一
「
館
慶
一
ま
た
は
純
粋
画
家
」、『
パ
リ
へ―

洋
画
家
た
ち
百
年
の
夢
』
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
、

二
〇
〇
七
年
、
一
四
四
頁



1

作
家
・
絵
本
作
家

　舟
ふ
な
ざ
き崎

　
克よ

し
ひ
こ彦

（
一
九
四
五
―
二
〇
一
五
）

【
豊
島
区
を
舞
台
に
し
た
作
品
】

舟
崎
克
彦
は
、
一
九
四
五
（
昭
和

二
〇
）
年
二
月
二
日
、
戦
時
下
の
聖

路
加
国
際
病
院
（
中
央
区
）
で
誕
生

し
、
生
後
数
日
で
豊
島
区
千
早
町
三

丁
目
の
邸
宅
に
戻
り
、一
九
六
二（
昭

和
三
七
）
年
一
七
歳
ま
で
こ
こ
で
過
ご
し
ま
し
た
。
日
本
金
属
創
始
者
の

舟
崎
由よ

し
ゆ
き之
を
祖
父
に
持
ち
、
ふ
た
り
の
兄
と
と
も
に
裕
福
な
家
庭
で
育
ち

ま
す
が
、
七
歳
の
時
、
最
愛
の
母
を
目
前
で
亡
く
し
ま
す
。
多
感
な
時
期

を
過
ご
し
た
千
早
町
や
目
白
の
風
景
は
、
舟
崎
作
品
の
舞
台
と
な
り
、
代

表
作
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
に
発
表
さ
れ
た

『
雨
の
動
物
園

　私
の
博
物
誌
』（
偕
成
社
刊
）
は
、
昭
和
三
〇
年
代
の
豊

島
区
千
早
町
を
メ
イ
ン
舞
台
に
舟
崎
少

年
が
関
わ
っ
た
多
種
の
野
鳥
や
小
動

物
、
植
物
の
生
態
を
、
実
体
験
を
ま
じ

え
な
が
ら
記
述
し
て
い
ま
す
。
鋭
い
観

察
眼
で
描
い
た
一
〇
〇
カ
ッ
ト
以
上
の

挿
絵
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
る
で
動
植
物
図
鑑
の
よ
う
な
体
裁
で
あ
り

な
が
ら
、
少
年
が
生
き
も
の
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
気
づ
か
さ
れ

る
《
生
き
る
》
と
い
う
こ
と
を
、
読
者
に
問
い
か
け
て
い
る
よ
う
な
作
品

で
す
。
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
優
良
作
品
賞
、
サ
ン
ケ
イ
児
童
出
版
文
化

賞
を
受
賞
し
、
版
を
替
え
な
が
ら
四
〇
年
以
上
読
ま
れ
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
に
発
表
さ
れ
た
『
ぽ
っ
ぺ
ん
先

生
の
日
曜
日
』（
筑
摩
書
房
刊
）
は
、
舟
崎
の
母
校
学
習
院
大
学
（
目
白
）

の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
モ
デ
ル
に
し
た
舞

台
で
、
生
物
学
博
士
の
ぽ
っ
ぺ
ん
先

生
が
繰
り
広
げ
る
食
物
連
鎖
と
輪
廻

転
生
の
不
思
議
な
世
界
を
、
生
き
物

の
生
態
を
熟
知
し
た
舟
崎
が
面
白
お

か
し
く
描
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、一
九
七
四（
昭
和
四
九
）年
発
表
の『
ぽ
っ

ぺ
ん
先
生
と
帰
ら
ず
の
沼
』
は
、「
赤
い
鳥
文
学
賞
」
を
受
賞
し
、
好
評

を
博
し
て
発
表
さ
れ
た
「
ぽ
っ
ぺ
ん
先
生
物
語
」
シ
リ
ー
ズ
は
全
九
作
品

と
な
り
、「
路
傍
の
石
文
学
賞
」
を
受
賞
し
ま
す
。

【
舟
崎
作
品
の
魅
力
】

童
話
、
絵
本
、
小
説
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
の
執
筆
に
加
え
、
数
々
の
文
学

賞
受
賞
歴
を
も
つ
舟
崎
が
生
み
出
す
作
品
は
、
空
想
・
夢
想
・
憂
愁
・
繊

細
・
豪
快
・
粋
・
奇
知
・
孤
独
が
共
存
し
て
お
り
、
さ
ら
に
現
実
批
判
を

盛
り
込
ん
だ
幻
想
世
界
を
描
く
ナ
ン
セ
ン
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
自
己
の
文
章
に
挿
絵
を
描
く
こ
と
に
よ
り
独
特
の
世
界
観
が

生
ま
れ
、
読
者
を
舟
崎
ワ
ー
ル
ド
へ
と
誘

い
ざ
な

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
作
家
は
、

日
本
の
児
童
文
学
界
に
お
い
て
と
て
も
希
少
な
存
在
で
す
。二
〇
一
六（
平

成
二
八
）
年
、
作
家
デ
ビ
ュ
ー
五
〇
周
年
を
迎
え
る
は
ず
だ
っ
た
舟
崎
克

彦
が
こ
れ
ま
で
に
発
表
し
た
作
品
は
四
〇
〇
冊
以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
。

豊
島
区
で
は
、（
仮
称
）
芸
術
文
化
資
料
館
開
設
に
向
け
、
文
学
・
マ
ン

ガ
分
野
常
設
展
示
室
内
に
舟
崎
克
彦
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を
計
画
し
て
お
り
、

二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
以
降
、
舟
崎
自
ら
全
面
協
力
体
制
で
臨
ん
で

い
ま
し
た
。
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
に
は
作
品
原
稿
や
大
小
含
む
原
画

な
ど
約
五
〇
〇
点
を
豊
島
区
に
寄
贈
し
、
同
年
九
月
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像

収
録
を
終
え
ま
し
た
が
、一
〇
月
一
五
日
、
闘
病
の
末
、
天
国
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。

ぽ
っ
ぺ
ん
先
生
は
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
図
書
館
や
（
仮
称
）
芸
術

文
化
資
料
館
で
、
世
代
を
超
え
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
生
き
続
け
ま
す
。

（
文
学
・
マ
ン
ガ

　荒
川
）
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郷
土
資
料
館
で
は
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）

年
の
開
館
以
来
、
戦
争
体
験
を
掘
り
起
し
、
語

り
継つ

ぐ
た
め
、
戦
争
と
平
和
を
テ
ー
マ
と
し
た

展
示
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
当
館
は
、
大

規
模
改
修
工
事
に
伴
い
休
館
中
の
た
め
、
区
庁

舎
の
回か

い

廊ろ
う

を
利
用
し
た
「
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
３
階
に
て
、「
豊
島
区
と
空く

う
し
ゅ
う襲

」
と
題

し
た
パ
ネ
ル
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

展
示
は
、「
豊
島
に
空
襲
が
あ
っ
た
日
」、「
戦

時
下
の
区
民
生
活
〜
防ぼ

う
く
う空
演え

ん
し
ゅ
う習
〜
」、「
区
民

が
撮
っ
た
空
襲
の
記
録
」、「
豊
島
区
の
空
襲
被

害
状
況
一
覧
」「
戦
災
区
域
図
」
の
五
枚
の
パ

ネ
ル
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、

空
襲
の
惨さ

ん
じ
ょ
う状
を
区
民
が
記
録
し
た
貴
重
な
寄
贈

写
真
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

豊
島
区
で
は
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年

一
二
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
に
、
計
一
一
回
の

空
襲
を
受
け
ま
し
た
。
な
か
で
も
一
九
四
五
年

四
月
一
三
日
、
深
夜
一
一
時
か
ら
約
三
時
間
半

に
わ
た
り
、
豊
島
区
を
含
む
東
京
西
北
部
を

襲お
そ

っ
た
「
城じ

ょ
う
ほ
く北
大
空
襲
」
で
は
、
約
三
五
〇
機

の
Ｂ
二
九
が
二
千
ト
ン
余
の
焼し

ょ
う
い
だ
ん

夷
弾
を
投
下

し
、
豊
島
区
で
は
死
者
七
七
八
名
、
負
傷
者

二
五
二
三
名
、
罹り

さ
い災
家
屋
三
万
四
千
戸
を
数
え
、

区
の
約
七
割
が
焼
失
し
ま
し
た
。

左
の
二
枚
は
、
城
北
大
空
襲
か
ら
数
日
後
に

撮
影
さ
れ
た
写
真
で
す
（
堀
尾
光
男
氏
寄
贈
）。

①
は
西
巣
鴨
二
丁
目
（
現
北
大
塚
二
丁
目
）
で

氷
屋
を
営
ん
で
い
た
父
長ち

ょ
う
じ次

氏
（
左
端
）
と
そ

の
親し

ん
せ
き戚
、
近
所
の
人
た
ち
が
写
っ
て
い
ま
す

（
撮
影
者
は
写
真
店
の
山
下
氏
）。
空
襲
の
夜
は

着
の
身
着
の
ま
ま
で
避ひ

な
ん難
し
、
命
は
助
か
っ
た

も
の
の
自
宅
は
跡
形
も
無
く
な
り
、
一
面
焼
け

野
原
が
広
が
る
中
、
焼
け
残
っ
た
生
活
道
具
を

前
に
人
々
は
み
な
不
安
な
表
情
を
し
て
い
ま
す
。

②
は
堀
尾
氏
の
自
宅
付
近
か
ら
大
塚
駅
方
面

を
写
し
た
一
コ
マ
で
す
。
左
手
前
の
建
物
は

大
塚
松
竹
館
の
焼
け
残
っ
た
二
階
の
映
写
室

で
、
そ
の
奥
に
見
え
る
の
が
白し

ろ
き
や

木
屋
大
塚
分
店

で
す
。
手
前
の
ト
タ
ン
板
の
瓦が

れ
き礫

の
山
は
空
襲

時
の
火
災
旋せ

ん
ぷ
う風
の
爪つ

め
あ
と痕
で
し
ょ
う
か
。
長
次
氏

は
、
廃は

い
き
ょ墟
と
な
っ
た
町
だ
け
で
な
く
、
防
空
演

習
な
ど
戦
時
中
の
生
活
を
愛
用
の
カ
メ
ラ
に
収

め
、
記
録
に
残
し
ま
し
た
。
戦
時
下
の
豊
島
区

で
何
が
お
こ
っ
て
い
た
の
か
、
人
々
の
暮
ら
し

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
区
民
が
撮
っ
た
写
真
は
、

七
一
年
前
の
戦
争
の
脅き

ょ
う
い威

と
悲ひ

さ
ん惨

さ
を
私
た
ち

に
強
く
語
り
か
け
て
き
ま
す
。（
郷
土

　横
山
）

『
か
た
り
べ
』
一
二
一
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
閉
会
し
、
全
国
各
地
の
博

物
館
で
展
示
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
徳

川
家
康
の
没
後
四
〇
〇
年
を
記
念
し
た
展

示
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
最
近
で

は
、
歴
史
的
な
偉
人
の
生
誕
や
没
年
を
記

念
し
た
展
示
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

豊
島
区
で
い
え
ば
、
実
は
来
年
、
安
芸

広
島
二
代
藩
主
で
あ
っ
た
浅
野
光み

つ
あ
き
ら晟
が
生

誕
（
一
六
一
七
年
）
し
て
、
四
〇
〇
年
に

な
り
ま
す
。
な
ぜ
区
と
関
係
し
て
い
る
か

と
い
い
ま
す
と
、
浅
野
光
晟
の
正
室
自
昌

院
（
満ま
ん
ひ
め姫
）
は
、
日
蓮
宗
に
帰き

え依
し
て
お

り
、
一
六
六
四
年
に
そ
の
寄
進
に
よ
っ
て

雑
司
ヶ
谷

子
母
神
の
本
殿
が
建
立
さ
れ

ま
し
た
。

さ
て
、雑
司
ヶ
谷

子
母
神
と
い
え
ば
、

去
る
七
月
に
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
自
昌
院
の
生
誕
は
一
六
二
〇
年

で
す
の
で
、
若
干
こ
じ
つ
け
の
よ
う
に
も

思
え
ま
す
が
、
こ
れ
を
機
会
に
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
編
集

　髙
木
）

編 
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豊島区立郷土資料館・ミュージアム開設準備だより
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・
2016年9月30日

・
豊島区立郷土資料館
（休館中）
・

東京都豊島区西池袋2-37-4
豊島区立勤労福祉会館7階

・
電話 03-3980-2351

URL : http://www.city.toshima.
　　　lg.jp/bunka/bunka/
　　　shiryokan/index.html
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ー
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ア
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３
階
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土
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戦
争
を
考
え
る
夏
２
０
１
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　「
豊
島
区
と
空
襲
」　　

　
12
月
15
日
（
木
）ま
で

区
民
が
撮
っ
た
空
襲
の
記
録

①

②

舟崎美紀子氏提供

『雨の動物園 私の博物誌』初版
偕成社（1974）豊島区蔵

『ぽっぺん先生と帰らずの沼』初版
筑摩書房（1974）豊島区蔵


